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学習コンテンツ 利用の手引き 
コンテンツタイトル  知ってる？個人情報保護法 
学習のねらい  ・学校に関係の深い事例で、個人情報保護法に興味・関心を持ってもらう。 
   ・解説を読み、個人情報保護法についての理解を深める。 
   ・個人情報保護法を一通り学習した後の確認として知識を定着させる。 
教材の特徴 
・学校生活に関係の深い 10 の質問について Yes、No で答える形で学習が進行する。 
・質問画面から Yes、No の各画面へリンクが貼られており、必要な解説がなされる。 
・質問画面には、質問に関連した写真やイラストがあり親しみやすい画面構成になっている。 
・Yes、No の各画面には正解か不正解がすぐわかるようになっており、必要な解説が記載されている。 
・プロジェクタ等に投影しての学習、視力の弱い生徒に配慮して大きめのフォントを用いている。 

 
学校で指導する際の学習展開例（単元の最初の方で使う場合） 
 生徒の学習活動 指導上の留意点 
導

入 
・1 つ 1 つの質問について考えて Yes，

No を答え、自分の正解した数をカウン

トする。 
 
 
・正解数および他の生徒の挙手の様子を

見ながら自分の個人情報保護法に対す

る理解度を把握する。 

・個人情報に関する 10 の質問の 1 つ 1 つについて Yes，
No を全員に挙手させ、その人数を黒板に記入してか

ら選択肢をクリックする。この時、生徒機はロック状

態にして操作できないようにしておく。 
・全問正解～５問正解くらいまで、生徒に挙手させ、生

徒自身の個人情報保護法についての理解状態を確認

させる。 
 

展

開 
・個人情報保護法によって規定されてい

る業者の義務を調べる。 
・個人情報を公開した場合のメリットに

ついて生徒どうし話し合わせる。 
・個人情報を公開した場合のデメリット

について生徒どうし話し合わせる。 
・個人情報を公開し、それを適正に保つ

際の注意点について生徒どうし話し合

わせる。 

・個人情報保護法について解説されている Web ページ

を生徒に示し、これを参考にするよう指示する。 
・個人情報保護法は、情報の保護と活用のバランスを取

ることを目的としている。この法の趣旨が生徒に伝わ

るようにメリットとデメリットは分けて考えさせる。 
・個人情報を公開する際の注意点は語られる機会が多い

が、それを適正に保つには公開した個人の注意や努力

が欠かせない。この点について話し合いをするよう指

示する。 
ま

と

め 

・個人情報を公開するメリットとデメリ

ットをふまえて、どのように自分の個人

情報を管理するかを宿題としてレポート

にまとめる。 

・個人情報の公開の程度は、利便性とトレードオフの関

係にあることを告げ、どのくらいのバランスが良いか

について具体的にレポートをまとめるよう指示する。 

 
この展開例の他に、個人情報保護法を学習した後に、まとめとして使う方法や、生徒が自主的な学習

に使う場合も考えられる。短時間で使える教材なので、授業の目的や場面に応じてワンポイント的に使

用するとよい。 
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学習コンテンツの解説 
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